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雪だるまカフェ
林西寺
ライン館

しらみね大学村

金
沢
河
川
国
道
事
務
所

白
峰
砂
防
出
張
所

白
山
砂
防
科
学
館
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金沢駅

獅
子
吼
高
原

北
陸
自
動
車
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手
取
川
水
系
流
域
界

日
本
海

富山金沢

福井

白
山
市

白
山
市

転
任
し
た
ら
手
取
川
だ
っ
た

　

２
０
２
１
年
（
令
和
３
）
10
月
、
木
曽

川
水
系
の
職
場
（
土
木
研
究
所
自
然
共
生
研
究

セ
ン
タ
ー
）
に
別
れ
を
告
げ
、
白は

く

山さ
ん

を
源

と
す
る
手
取
川
の
上
流
域
の
新
た
な
職

場
に
向
か
っ
た
。

　

東
京
大
学
地
域
未
来
社
会
連
携
研
究

機
構
北
陸
サ
テ
ラ
イ
ト
の
特
任
助
教
の

任
を
受
け
た
地
は
手
取
川
上
流
域
の
人

口
７
０
０
名
弱
の
集
落
、
白し
ら

峰み
ね

地
域
。

縁
も
ゆ
か
り
も
な
く
、
誰
も
知
ら
な
い

地
域
の
最
初
の
友
だ
ち
は
仔
犬
と
そ
の

飼
い
主
。
ま
る
で
異
世
界
に
で
も
来
た

よ
う
な
毎
日
。
そ
の
傍
を
流
れ
て
い
る

手
取
川
を
毎
日
見
な
が
ら
ど
ん
な
こ
と

を
見
て
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
き
た
か
、

２
年
間
の
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。

白
山
雪
解
け
の
一
滴
が
か
た
ち
づ
く
る
急
流
大
河

手
取
川

河
川
を
軸
に
市
民
団
体
や
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
研
究
を
行
な
う
坂
本
貴

啓
さ
ん
が
全
国
の
一
級
河
川「
１
０
９
水
系
」を
巡
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
川

が
流
域
の
人
び
と
、
そ
し
て
地
域
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
を
探
る
連
載
で

す
。
今
回
は
、坂
本
さ
ん
が
河
畔
で
２
年
間
過
ご
し
た「
手て

取ど
り

川が
わ

」で
す
。

 手取川
 水系番号 ： 43
 都道府県 ： 石川県
 源流 ： 白山（2702 ｍ） 
 河口 ： 日本海  
 本川流路延長 ： 72 km 71位／109
 支川数 ： 35河川 84位／109
 流域面積 ： 809 km2 77位／109
 流域耕地面積率 ： 4.0 ％ 94位／109
 流域年平均降水量 ： 2917 mm 9位／109
 基本高水流量 ： 6000 m3/ s 52位／109
 河口換算の
 基本高水流量※ ： 6489 m3/ s 62位／109

 流域内人口 ： 3万9958人 89位／109
 流域人口密度 ： 49人 / km2 92位／109

（基本高水流量観測地点：鶴来〈河口から
14.2km地点〉）
※河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積×比
流量（基本高水流量÷基準点の集水面積）
※各水系の比較のため公式発表諸元をもとに
坂本貴啓さん作成

データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技
術協会発行の日本河川図の裏面）　流域内人
口 ＝ 国土交通省「一級水系における流域等
の面積、総人口、一般資産額等について（流
域）」を参照（最終閲覧日2013年4月）

【手取川流域の地図】
国土交通省国土数値情報「河川データ（平成
19年）、流域界データ（昭和52 年）、行政区
域（令和5）、鉄道データ（令和5年）、高速
道路時系列データ（令和5年）」より編集部で
作図
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中
央
分
水
嶺
を
越
え
て

手
取
川
へ

　

こ
れ
ま
で
、
遠お

ん

賀が

川が
わ

（
高
校
生
ま
で
）、

利
根
川
水
系
（
大
学
時
代
）、
木
曽
川
水
系

（
新
社
会
人
時
代
）
の
平
野
部
で
生
活
し
て

い
た
私
は
、
地
域
を
転
々
と
し
な
が
ら

も
主
に
太
平
洋
側
の
気
候
風
土
の
な
か

に
い
た
。
よ
く
晴
れ
て
、
冬
場
は
乾
燥

し
て
い
て
、
大
き
な
平
野
を
川
は
お
だ

や
か
に
滔
々
と
流
れ
て
い
る
。
し
か
し

４
回
目
の
引
っ
越
し
先
の
風
景
は
一
変

し
た
。
岐
阜
か
ら
中
央
分
水
嶺
を
越
え

て
、
太
平
洋
側

⇔

日
本
海
側
、
平
野
部

⇔

山
間
部
と
い
う
対
極
に
あ
る
場
所
。

　

分
水
嶺
を
越
え
て
や
っ
て
き
た
手
取

川
流
域
の
毎
日
は
新
鮮
で
驚
き
の
連
続

だ
。
驚
き
の
一
つ
が
変
化
し
つ
づ
け
る

地
形
。
上
流
は
と
て
つ
も
な
い
量
の
雪

が
降
り
、
山
が
壊
れ
つ
づ
け
、
大
岩
が

川
に
流
れ
込
ん
で
く
る
。
中
流
で
あ
る

の
に
谷
底
深
く
流
れ
る
川
、
幾
度
の
大

氾
濫
が
つ
く
り
出
し
た
壮
大
な
下
流
域

の
扇
状
地
地
形
。
ど
れ
も
初
め
て
の
風

景
ば
か
り
だ
。

　

こ
の
風
景
の
ゆ
え
ん
を
知
る
の
に
重

要
な
の
が
手
取
川
の
昭
和
９
年
災
害
だ
。

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
）
７
月
11
日
未
明
か

ら
手
取
川
は
上
流
、
下
流
と
も
に
大
災

害
と
な
っ
た
。
推
定
１
億
㎥
も
の
土
砂

が
崩
壊
し
、
川
に
流
れ
こ
み
、
上
流
の

一
集
落
（
市
ノ
瀬
）
を
飲
み
川
底
が
10
ｍ

坂本さんと行く川巡り  第25回  
Go ! Go ! 109水系

1 0 9水系
1964年（昭和39）に制定された新河川法では、分水界や
大河川の本流と支流で行政管轄を分けるのではなく、中小河
川までまとめて治水と利水を統合した水系として一貫管理す
る方針が打ち出された。その内、「国土保全上又は国民経済
上特に重要な水系で政令で指定したもの」（河川法第4条
第1項）を一級水系と定め、全国で109の水系が指定され
ている。

川名の由来【手取川】
約700年前、源平の戦で木曽義仲が南進していたとき大き
な川に出くわし、なかなか渡れないので武士たちが互いに手
を取り合い渡ったことから手取川の名が付いたとされる。

1987年福岡県生まれの川系男子。北九州で育ち、高校
生になってから下校途中の遠賀川へ寄り道をするようにな
り、川に興味をもちはじめ、川に青春を捧げる。全国の河川
市民団体に関する研究や川を活かしたまちづくりの調査研
究活動を行なっている。筑波大学大学院システム情報工
学研究科修了。白川直樹研究室「川と人」ゼミ出身。博
士（工学）。国立研究開発法人土木研究所自然共生研
究センター専門研究員、東京大学地域未来社会連携研究
機構北陸サテライト特任助教を経て2023年10月より現職。

坂本 貴啓 
さかもと  たかあき

金沢大学 人間社会研究域地域創造学系 講師

手取川が形成した扇状地を獅子吼（ししく）高原の展望台から望む白山雪解けの一滴がかたちづくる急流大河 手取川45



ダム

水害

砂
防

霞
堤

03
以
上
も
上
昇
し
た
。
下
流
は
右
岸
左
岸

と
も
に
堤
防
が
決
壊
し
、
平
野
一
帯
は

濁
流
に
飲
ま
れ
た
。

　

こ
の
壊
れ
や
す
い
山
を
水
源
に
も
ち
、

急
流
な
手
取
川
を
治
め
る
の
は
至
難
の

業
で
、
先
人
の
試
行
錯
誤
の
結
晶
が
上

流
の
白
山
砂
防
や
下
流
の
霞
堤
と
も
い

え
る
。
中
央
分
水
嶺
を
越
え
る
と
、
こ

ん
な
に
も
違
う
世
界
が
広
が
っ
て
い
る

の
だ
。

「
川
屋
さ
ん
」封
印
？

　

東
大
か
ら
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、「
地
域
を
活
か
し
た
研
究
・
教
育
・

社
会
貢
献
」。
ま
だ
漠
然
と
し
て
い
る

命め
い

に
対
し
、
裁
量
が
試
さ
れ
る
。
こ
こ

ぞ
と
ば
か
り
に
、
得
意
分
野
の
川
に
関

す
る
課
題
で
地
域
づ
く
り
が
い
い
の
で

は
と
い
き
り
立
ち
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
始
め
た
。

　

こ
れ
も
に
ぎ
わ
い
創
出
と
い
う
地
域

課
題
解
決
の
大
事
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
の
だ
が
、
何
か
が
違
う
。
半
年
経
ち
、

少
し
慣
れ
て
き
て
、
白
峰
の
人
た
ち
と

仲
よ
く
な
っ
て
き
た
頃
、
雑
談
や
飲
み

会
の
な
か
で
本
音
が
ポ
ロ
リ
と
聞
け
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

「
お
年
寄
り
の
買
い
物
で
困
っ
て
い

る
」
「
冬
の
観
光
の
需
要
が
落
ち
込

む
」
「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
せ
る
場
が

な
い
」
「
子
ど
も
の
自
然
体
験
の
機
会

が
少
な
い
」
「
瞬
間
的
な
人
手
が
足
り

な
い
」
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
川
は
関
係
な

い
。
こ
れ
に
気
づ
い
て
か
ら
私
は
い
っ

た
ん
「
川
屋
」
を
封
印
し
た
。
自
分
が

何
屋
さ
ん
か
わ
か
ら
な
く
な
る
く
ら
い

地
域
の
困
り
ご
と
に
応
え
て
み
よ
う
と

決
意
し
た
。

水
源
地
域
に
残
さ
れ
た

資
源
か
ら
活
動
を
開
始

　

白
峰
に
来
て
最
初
の
半
年
は
地
域
に

慣
れ
て
い
く
時
間
で
特
に
大
き
く
動
く

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
雪
解
け
と
と
も

に
川
に
限
ら
ず
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
始

め
て
み
た
。

　

最
初
に
行
な
っ
た
の
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
の
開
放
。
普
段
一
人
で
サ
テ
ラ
イ
ト

に
い
る
だ
け
で
は
古
民
家
管
理
人
で
し

か
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
い
ろ
ん
な
人

に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
場
づ
く
り
を
始
め
た
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
は
週
に
１

回
の
茶さ

話わ

会
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
し
、
何
気
な
い
会
話
の
な
か

か
ら
地
域
課
題
が
掘
り
起
こ
さ
れ
る
。

　

白
峰
周
辺
の
行
政
と
の
連
携
づ
く
り

も
模
索
し
た
。
白
峰
周
辺
の
行
政
出
先

機
関
の
国
交
省
、
環
境
省
、
林
野
庁
、

石
川
県
、
白
山
市
な
ど
と
住
民
が
月
に

１
回
集
ま
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
官

民
の
連
携
が
円
滑
に
な
り
、
白
山
麓
の

課
題
を
気
軽
に
相
談
し
合
え
る
関
係
づ

く
り
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
車
を
持
た

な
い
お
年
寄
り
が
地
域
で
日
用
品
を
買

え
な
い
困
り
ご
と
に
対
し
、
企
業
と
連

御菓子処たなか三代目店主　
田中栄一さん

国土交通省金沢河川国道事務所
手取川ダム管理支所長　府錄英雄さん

国土交通省金沢河川国道事務所
白峰砂防出張所長　佐成孝夫さん

国土交通省金沢河川国道事務所
手取川出張所長　能澤祐明さん

1手取川中流域にある落差32ｍ
のダイナミックな滝「綿ヶ滝（わたが
たき）」　2透過型の堰堤が設けら
れた手取川の支流「尾添川（おぞ
がわ）」　3手取川下流域には氾
濫による水害を抑制するため霞堤
が連続して設けられている

4死者97名、行方不明者15名という甚大な被害をもたらした昭和9年7月の大水害を後世に示す碑　
5昭和9年7月の大水害を忘れてはいけないという思いで田中栄一さんが考案し製造している最中「手取川昭和九年」

火山でもある白山の地層は
常に動き続けているので、地
層の崩れを抑える砂防堰堤
の維持・整備を行ない、山麓
の暮らしを守っています。

手取川の治水に古くから用いてい
る霞堤は、水を計画的に溢れさせ
るだけでなく、氾濫して拡散した水
を河道に戻す役割もあり、今の流
域治水にも通じる術と言えます。

手取川ダムによって、2022年8
月の洪水時には上流で降っ
た雨をすべて貯水し、2023年
夏の渇水時には取水制限せ
ず水を供給しつづけました。

郷土の歴史と文化
のことをお菓子に添
えて伝えられないか
と思い、昭和9年手
取川水害を伝える
最中を考案しました。

13 2

4

5
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手取川流域で行なった主な活動
01 ライン館茶話会
地域の人が集まってお茶を飲
みながら交流。小さな悩みな
どが聴ける。

月3回、
10名/回

02 ライン会議
　  （白山麓直轄事業連絡会議）
国・県・市の出先機関や地域の
人が集まって事業や行事を共
有する場。官民連携が図れる。

月1回、
15名程度

03 手取川ダムカレー開発
新たな観光層として、ダムマニ
アを呼び込もうと始めたもの。
「住民参加型建設」で開発。

古民家カフェで
観光客メニュー
として定着

04 しらみね買い物支援
遠くに買い物に行けない高齢
者のために企業に来てもらう
取り組み。企業連携を図る。

年3回程度、
50名/回

携
し
た
買
い
物
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

実
施
し
た
。

　

一
方
、
川
だ
け
を
軸
に
始
め
た
地
域

づ
く
り
活
動
だ
っ
た
が
、
川
に
密
接
に

絡
む
も
の
も
出
て
き
た
。
観
光
の
取
り

組
み
に
は
「
手
取
川
ダ
ム
カ
レ
ー
」
の

開
発
が
一
役
買
っ
た
。
観
光
需
要
が
落

ち
込
む
冬
に
、
ダ
ム
マ
ニ
ア
を
呼
び
込

む
手
取
川
ダ
ム
カ
レ
ー
は
、
地
域
の
お

母
さ
ん
た
ち
や
建
設
会
社
の
お
じ
さ
ん

た
ち
と
と
も
に
手
取
川
ダ
ム
の
構
造
や

地
域
食
材
に
こ
だ
わ
っ
て
つ
く
っ
た
。

ダ
ム
カ
レ
ー
の
食
材
と
し
て
、
白
山
は

堅か
た

豆ど
う

腐ふ

、
桑
島
化
石
壁
（
日
本
地
質
学
発
祥

の
地
）
は
ベ
ー
コ
ン
、
ダ
ム
湖
に
沈
む

恐
竜
の
足
跡
化
石
は
お
か
ら
ハ
ン
バ
ー

グ
、
流
木
は
油
揚
げ
で
表
し
、
ラ
イ
ス

の
盛
り
方
は
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
の
構

造
を
模
し
て
カ
レ
ー
粉
を
ま
ぶ
し
、
岩

の
感
じ
を
演
出
し
た
。

　

一
つ
ひ
と
つ
点
を
つ
く
っ
て
い
く
活

動
を
俯
瞰
し
て
、
私
は
「
水
源
地
域
振

興
」
と
総
称
す
る
よ
う
に
し
た
。
こ
こ

で
い
う
水
源
地
域
と
は
、
白
山
に
ほ
ど

近
く
、
ダ
ム
の
上
流
域
の
集
落
の
こ
と

を
指
す
。
ダ
ム
上
流
の
水
源
地
域
と
は

人
口
自
然
減
が
著
し
い
う
え
、
集
団
移

転
と
い
う
社
会
減
も
経
験
し
て
お
り
、

典
型
的
な
過
疎
地
域
と
も
い
え
る
。
そ

ん
な
条
件
の
な
か
で
も
、
水
源
地
域
に

残
さ
れ
た
自
然
資
本
や
人
的
資
源
を
活

用
し
な
が
ら
工
夫
と
熱
意
で
地
域
を
振

興
し
て
い
く
こ
と
は
サ
テ
ラ
イ
ト
の
活

動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
、

軸
と
す
る
テ
ー
マ
が
固
ま
っ
た
。

大
学
生
が
か
か
わ
る

新
た
な
継
承
の
か
た
ち

　

サ
テ
ラ
イ
ト
の
あ
る
場
所
は
、
手
取

川
と
支
流
の
大お
お

道み
ち

谷だ
に

川が
わ

に
挟
ま
れ
た
河

岸
段
丘
の
上
に
あ
る
。
そ
の
サ
テ
ラ
イ

ト
の
前
に
は
、
家
々
の
前
を
流
れ
る
伝

統
的
水
路
の
「
ミ
ン
ジ
ャ
」
が
流
れ
て

い
て
、
夏
場
は
窓
を
開
け
て
い
る
と
、

水
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
て
き
て
、
心

地
よ
く
仕
事
が
で
き
る
。

　

ミ
ン
ジ
ャ
は
江
戸
時
代
、
白
山
麓
初

代
大
庄
屋
の
加
藤
藤
兵
衛
に
よ
り
改
修

さ
れ
、
そ
の
後
、
水
道
用
水
、
消
防
用

水
、
流
雪
用
水
に
転
用
さ
れ
な
が
ら
使

わ
れ
て
き
た
。
高
標
高
・
豪
雪
地
域
が

生
み
出
し
た
優
れ
た
水
路
イ
ン
フ
ラ
だ
。

　

白
峰
に
来
て
迎
え
る
最
初
の
夏
、
い

ろ
ん
な
活
動
で
出
会
っ
た
大
学
生
が

「
ま
た
来
た
い
」
と
サ
テ
ラ
イ
ト
に
よ

く
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
か

の
つ
い
で
に
来
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
が
、
大
学
生
ら
は
調
査
や
地
域
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
、
非
日
常
を
味

わ
い
た
い
な
ど
動
機
は
そ
れ
ぞ
れ
。
北

は
北
海
道
、
南
は
九
州
と
い
ろ
い
ろ
な

地
域
か
ら
や
っ
て
く
る
大
学
生
た
ち
は

「
し
ら
み
ね
大
学
村
」
と
い
う
サ
ー
ク

ル
を
つ
く
っ
た
。
白
峰
の
地
域
貢
献
に

雪だるまカフェ　永吉睦（あつし）さん

【白山】堅豆腐【ダム湖】ほうれん草カレー

【ロックフィル式ダム】
カレー粉をまぶしたライス

【桑島化石壁】厚切りベーコン

【ダム下流の木々や流路】
季節の野菜

【かつての桑島集落】
白山焼カレー皿

【ダムカレーカード】
食べた人全員にプレゼント

【恐竜の足跡化石】
堅豆腐おからハンバーグ

【建設】
特製スコップスプーン

【流木】
油揚げ

当初はダムカレーと
いうジャンルすら知
りませんでしたが、
試行錯誤しながら
白峰の表現にこだ
わってつくりました。

01、02、04
提供：坂本貴啓さん
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06

05

水路

伝統

手取川流域で行なった主な活動

05 しらみね大学村
大学生が入れ替わり立ち替わ
りくる村づくりを構想に掲げるサ
ークル。新たな関係人口づくり。

28大学参加、
680名/年訪問

06 大学村報恩講
大学村開村一周年を記念し
て行なわれた行事。継承危機
の報恩講を新たな継承のかた
ちとして模索。

準備者含め
約50名参加

07 白山手取川ジオパーク水リレー
白山手取川ジオパークの世
界認定を祝って、白山の雪解
け水を上流から下流まで人が
リレーし、水の旅を体現する。

約500名参加

取
り
組
ん
だ
り
、
山
や
川
を
散
策
し
た

り
し
な
が
ら
白
峰
を
満
喫
し
て
い
る
。

　

彼
ら
を
見
て
い
て
、
「
大
学
生
が
入

れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
訪
れ
る
村
を
つ

く
ろ
う
」
と
新
た
な
関
係
人
口
づ
く
り

が
始
ま
っ
た
。

　

大
学
生
た
ち
は
、
お
祭
り
、
買
い
物

支
援
、
温
泉
掃
除
、
雪
か
き
支
援
な
ど

主
体
的
に
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
っ
た
。
そ
ん
な
彼
ら
は
、
白
峰
で

継
承
の
危
機
に
あ
る
報ほ
う

恩お
ん

講こ
う

行
事
の
実

践
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

お
寺
の
多
い
白
峰
で
昔
か
ら
一
年
の

な
か
で
重
要
と
さ
れ
て
き
た
報
恩
講
は
、

浄
土
真
宗
の
祖
、
親
鸞
聖
人
の
命
日
の

前
後
に
各
家
で
法
要
を
行
な
う
。
法
要

後
、
親
鸞
聖
人
の
好
物
と
伝
わ
る
料
理

を
お
膳
に
さ
ま
ざ
ま
準
備
し
、
法
要
者

全
員
で
い
た
だ
く
。
各
家
で
行
な
わ
れ

て
き
た
報
恩
講
料
理
は
大
量
か
つ
趣
向

を
こ
ら
し
た
料
理
が
特
徴
で
、
春
先
か

ら
秋
ま
で
山
菜
集
め
、
野
菜
集
め
、
秋

の
味
覚
集
め
、
料
理
づ
く
り
な
ど
手
間

ひ
ま
か
か
る
た
め
、
高
齢
化
が
進
む
と

厳
し
い
。
つ
く
っ
て
い
る
家
は
わ
ず
か

数
軒
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
報
恩
講
を
大
学
生
が
体
験
活
動

と
し
て
主
催
し
、
一
年
か
け
て
地
域
の

人
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
を
準
備

し
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
を
招
い
て
実

施
し
た
。
高
齢
者
だ
け
で
は
実
践
が
難

し
い
も
の
を
大
学
生
が
入
る
こ
と
で
新

た
な
継
承
の

一
つ
の
か
た

ち
を
提
示
し

た
と
も
い
え

る
。
山
菜
や

き
の
こ
な
ど
、

水
源
地
域
の

恵
み
の
享
受

は
も
と
よ
り
、

地
域
と
の
信

頼
関
係
の
う
え
で
成
り
立
つ
も
の
で
あ

り
、
彼
ら
の
一
年
の
集
大
成
と
な
っ
た
。

点
か
ら
線
へ
、

そ
し
て
面（
流
域
）へ

　

川
と
一
見
か
か
わ
り
の
な
い
活
動
も

多
く
行
な
っ
た
一
年
目
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
小
さ
な
活
動
の
種
ま
き
期
間
だ
っ
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
を
年
間
訪
れ
る
人
は
延
べ

３
０
０
０
人
を
超
え
る
（
住
民
5
割
、
学
生
２

割
、
研
究
者
１
割
、
行
政
１
割
、
企
業
１
割
程
度
）
。

誰
も
知
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た

私
の
一
人
サ
テ
ラ
イ
ト
活
動
は
点
と
点

が
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

白
峰
内
で
は
、
恐
れ
多
く
も
よ
そ
者

と
し
て
は
私
が
初
め
て
白
山
祭
り
の
主

役
で
あ
る
泰た
い
ち
ょ
う澄大

師
役
を
担
う
こ
と

に
な
り
、
こ
ん
な

光
栄
な
こ
と
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、

水
源
地
域
白
峰
で

林西寺　加藤彰教さん

しらみね大学村　永吉証さん（左）、加藤智大さん（右）

白山砂防科学館　山口幸一さん

9 2023年7月の
「白山まつり」で泰
澄大師役を務めた
坂本貴啓さん
提供：坂本貴啓さん

提供：坂本貴啓さん

提供：坂本貴啓さん

加藤藤兵衛がミンジャをつく
ったことで、人びとが住める範
囲が広がり、今の白峰集落を
かたちづくったと考えています。

手取川の源となる白山
の雪は、生活の基盤で
あると同時に「戦う相
手」でもありました。そう
いう厳しい自然のなか
で白山信仰など独自の
文化がかたちづくられ
てきたと感じています。

今の報恩講を自分たちの代がどのように守っ
ていくか、継承のかたちを模索する時にきてい
ます。他地域からの学生（大学村）も地域の人
と協力しながら実施することで、記録として残
すことができるのではないかと思っています。

6

9

6山の水を集めて集落内を流れる伝
統的水路「ミンジャ」　7暗渠化され
たミンジャが流れる現在の白峰集落
8ミンジャの水は最後こうして手取川
に戻す提供：坂本貴啓さん

7

8

水の文化 76号　Go!Go!109水系 48
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07

の
小
さ
な
活
動
は
手
取
川
を
通
じ
て
線

と
な
り
さ
ら
に
面
と
な
っ
て
一
気
に
派

生
し
て
い
っ
た
。

　

２
０
２
３
年
（
令
和
５
）
５
月
24
日
、
白

山
か
ら
流
れ
る
手
取
川
流
域
の
全
域
（
白

山
市
内
）
は
「
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
」

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
た
。
上
流
の
人
も
中
流
の
人

も
下
流
の
人
も
み
ん
な
歓
喜
し
た
。
流

域
全
体
で
一
体
感
を
も
っ
た
お
祝
い
が

で
き
な
い
か
と
有
志
で
企
画
し
た
の
が

「
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
水
リ
レ
ー
」

（
７
月
７
日
開
会
式
、
同
８
日
水
リ
レ
ー
）
だ
っ
た
。

聖
火
リ
レ
ー
の
よ
う
に
白
山
の
雪
解
け

水
を
ト
ー
チ
に
入
れ
、
上
流
の
白
峰
か

ら
川
に
沿
っ
て
下
り
、
海
を
目
指
す
約

70
㎞
。
平
成
の
大
合
併
で
生
ま
れ
た
白

山
市
（
１
市
２
町
５
村
）
の
上
流
―
中
流
―

下
流
の
人
が
協
力
し
な
が
ら
リ
レ
ー
し

て
い
き
、
海
で
待
つ
白
山
市
長
ま
で
水

を
届
け
た
。
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク

の
水
の
旅
を
人
が
体
現
し
た
の
だ
。
総

勢
５
０
０
名
が
参
加
し
、
朝
出
発
し
た

雪
解
け
水
は
夕
方
に
は
海
ま
で
届
い
た
。

　

流
域
全
体
の
ス
ケ
ー
ル
の
取
り
組
み

で
非
常
に
挑
戦
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た

が
、
点
の
活
動
で
つ
な
が
っ
て
い
っ
た

人
た
ち
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
実
施
で

き
た
。
大
学
村
の
大
学
生
た
ち
は
運
営

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
行
政
は
実
施
に
当

た
っ
て
河
川
や
道
路
、
公
園
の
管
理
者

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
や
サ
ポ
ー
ト

を
、
公
民
館
は
地
域
と
の
さ
ま
ざ
ま
な

調
整
を
、
茶
話
会
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
旗
づ
く
り
で
応

援
を
演
出
、
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命

走
っ
て
く
れ
た
。

　

白
峰
の
一
人
サ
テ
ラ
イ
ト
か
ら
は
じ

ま
っ
た
活
動
は
、
一
人
ず
つ
が
つ
な
が

り
、
そ
の
つ
な
が
り
は
水
源
地
域
全
体

に
広
が
り
、
水
源
地
域
の
活
動
は
流
域

全
体
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
ま
る

で
白
山
の
一
滴
が
幾
度
も
合
流
を
繰
り

返
し
、
豊
富
な
水
を
湛
え
る
大
河
・
手

取
川
と
な
っ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
す
ら

覚
え
た
。

　

水
リ
レ
ー
も
無
事
に
終
わ
り
、
世
界

に
手
取
川
で
の
取
り
組
み
を
発
信
し
た

と
こ
ろ
で
、
私
の
２
年
間
の
サ
テ
ラ
イ

ト
の
任
期
は
終
わ
っ
た
（
２
０
２
３
年
９
月

30
日
）
。
振
り
返
る
と
水
リ
レ
ー
は
異
世

界
に
や
っ
て
き
た
私
の
集
大
成
だ
っ
た

と
も
い
え
る
。

　

私
の
２
年
間
の
取
り
組
み
は
、
川
を

必
ず
し
も
意
識
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

か
っ
た
。
た
だ
、
ふ
だ
ん
川
を
特
に
意

識
し
て
い
な
く
て
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

人
が
つ
な
が
る
際
に
い
つ
も
大
き
な
軸

と
し
て
手
取
川
が
あ
っ
た
。
私
は
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
川
を
つ
な
が
り

の
象
徴
と
し
て
掲
げ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
川
と
い
う
存
在
は
脅
威
で
も

あ
り
、
恵
み
で
も
あ
り
、
川
の
前
に

人
々
は
平
等
で
、
誰
一
人
か
か
わ
り
な

く
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
に
と

っ
て
手
取
川
は
そ
ん
な
存
在
に
昇
華
さ

れ
て
い
っ
た
。

　

手
取
川
で
の
物
語
は
、
白
峰
に
ほ
ど

近
い
金
沢
大
学
に
移
っ
て
も
進
行
中
で
、

金
沢
―
白
峰
の
二
拠
点
生
活
を
し
な
が

ら
第
２
章
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
（
２
０
２
３
年
11
月
12
～
14
日
取
材
）

田村敏和白山市長（白山手取川ジオパーク推進協議会会長）提供：QINO

標高2702mの霊峰白山から標高0mの日本海
まで流れてきた水がどんな働きをして、人びと
に恵みをもたらしてきたかを考える機会となっ
たのが白山手取川ジオパークです。水リレー
が好例ですが、ジオパークを舞台に、わくわく
する活動がこれから生まれるのか楽しみです。
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